
文窓会の活動について

文窓会会長 9回生

安部 栄治

神戸大学文学部同窓会 「文窓会」の皆様にはお変 りな

くお元気でご活躍のこととお喜び申しあげます。また、

本会の運営につきましては平素から格別のご支援、ご協

力を賜わり厚く御礼申しあげます。

装いを新たにしてからの同窓会誌 「文窓 (ふみのまど)」

も6号をかぞえ、ここに文窓会全員にお届けできること

を嬉しく思っています。

文窓会は申すまでもなく、会員相互の研鑽と親睦をは

かるとともに、文学部の発展に寄与することを目的とし

ています。そのために多くの事業を行っていますが、皆

様に一層の関心を持っていただきたく、最近の活動の一

部をご紹介いたします。

まず、第 2回学生レポー トコンテス ト「文窓賞」には

昨年を上回る応募があり、来たる 9月 27日 の第 3回神

戸大学ホームカミングデイにおいて優秀作品の表彰を行

うこととしています。また、かねてからの懸案であった

文学部本館の改修が完成し、一部の備品調達に協力いた

しました。ホームカミングデイには改修後の学舎をご案

内する予定です。

本年度のトピックスとして、文学部が中心となって進

めていました第一次世界大戦の際の 「青野原作虜収容所」

における地域住民と捕虜との交流の実態究明の成果のひ

とつである「神戸大学交響楽団によるウィーンでの再現

演奏会」を支援することといたしました。

また、本年度は2年に一度の文窓会定期総会がホーム

カミングデイ行事の一環として実施され、会長、副会長

の改選が予定されています。ぜひ会員の多数が出席され、

積極的に発言されることを期待しています。

なお、神戸大学は 「国立大学法人神戸大学」となって

4年が経過し、大学をとりまく環境も徐々に変化してき

ています。とりわけ総合大学としての一体性が問われ、

文学部の存在、活躍が大学の発展に非常に大きな役割を

担うことになりつつあります。

文窓会といたしましても、こうした認識のもと、会員

相互の連携、研鑽、親睦をはかるとともに、文学部の発

展に役立ちたいと考えています。

今後とも皆様の一層のご指導、ご協力をお願いします。
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「文窓会」の皆様ヘ

文学部長・人文学研究科長

文窓会名誉会長 佐 々 木  衛

「文窓会」の皆様、お元気でご活躍のことと存じます。

4月 に文学部本館の改修工事が終わりました。既に、 「文

窓 HP」 でご紹介されているように、この度の改修によ

って学生の共有スペースを思い切って拡大し、新しい教

育研究を開発するためのプロジェクト室や若手研究者室

を設けました。また、中庭に通 り抜ける玄関、ガラス張

りのエレベーター、おしゃれな トイレに改修しました。

これによって、 1日学舎の暗い、汚い、狭い (臭い)を一

掃し、明るい、綺麗、快適を実現することができました。

古い学舎で学ばれた方々は、その変貌にきっと驚かれる

ことと存じます。なお、この改修に際しては、同窓会か

ら多額のご寄付をいただきました。おかげで古くなって

いた設備と機器を更新することができました。ご寄付に

対して教職員を代表してお礼を中し上げるとともに、改

修のご報告をいたします。

また、9月 3日 から10月 29日 まで、ウィーンで 「存虜

収容所の里帰 り展覧会」 (オース トリア国家文書館と共

催)を 開催します。第一次世界大戦当時、兵庫県青野原

(現在、小野市、加西市に位置)には存虜収容所があり、

ドイツ、オーストリア=ハンガリーの停虜兵たちは、そ

れぞれに趣味や娯楽を見出して日常生活を送 りました。

収容所の設置は短い期間でしたが、彼らを通じて地域社

会に多数のあらたな文化や技術が伝えられました。神戸

大学は人文学研究科を中心に、これらの事実に関する調

査研究に協力してきました。本企画は、この調査研究の

成果を、存虜の祖国での里帰 り展覧会、神戸大学交響楽

団による収容所演奏会の再現として公開するものです。

この企画に際しても、同窓会から多額のご寄付をいただ

きました。人文学研究科と文学部の教育研究にいつもご

支援をいただいていること、心からお礼を申し上げます。

さて、本館の改修工事が終わり、文学部と人文学研究

科の教育と研究を展開するための基本的な条件を改めて

整えたところです。弓|き 続き、環境整備などを進めてい

く計画です。卒業生の皆様、是非一度、新装となった学

舎をお訪ね下さい。また、文学部・人文学研究科のこれ

からの新しい発展を見守って下さるようお願いを中し上

げます。
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神戸大学文学部生の学生生活 を応援す る

文窓賞
学生レポートコンテスト結果発表

第 2回

文窓会が現役314回生のチャレンジングな学生生活を応援するく文窓賞>レポニト
コンテストに、第2回の今年は昨年を上回る応募がありました。作品は佐々木 衛学部・
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7 青野原停虜収容所 :ウ ィーンでの展示会と演奏会
第一次 1廿界大戦中に兵庫県に存在したドイツ兵、オ
ース トリア=ハ ンガリー兵らの捕虜収容所。その捕
虜兵たちと地域住民との交流を掘 り起こす、神戸大

学がこれまで重ねてきた地域連携の成果が、捕虜兵
の祖国の一つオーストリア・ウィーンでの 「里帰 り」

演奏会・展示会となって実を結びました。文窓会も支

援した国際的な学術交流の詳細です。

平安時代の歴史叙述を専門分野とされる匡1文学の福

長教授に F源氏物語』に寄せる思いをご寄稿いただき

ました。

10～ 12(上)文 窓会 会員より
山本 宏美(9回生)、 西村 好子(1975年大学院文学研
究科修士課程修 」

´
)、 谷 淑子(29回生)、 塩見 実加(56

回生)の皆様にご寄稿いただきました。

12(下)lTP「 東アジア共生社会構築のための多極的
教育研究プログラム」の採択と実施について

13(上)お知らせ 第3回ホームカミングデイ
新しくなった新学合の見学や、大津留教授、長」r教

授によるウィーンでの青野原存虜収容所「里帰り」展示

会と演奏会についての講演会、第2回「文窓賞」入賞者
表彰式など、見逃せないプログラム満載です。

13(下)ホ ームページ「文窓」の発展にご協力を !

14 東京支部便り/中部支部便リ

15 文窓会 平成 19年度会計報告

16 学友会/K・ U・ C/文窓会主催 卒業記念ウェルカ
ムパーティ/編集後記

2 CONTENTS

3 第2回文窓賞 学生レポー トコンテス ト受賞者発表
優秀賞に選ばれた4名 と仕作3名 、また今FIこ

｀
参加

いただいた皆さんのお名前をご紹介しています。

4～ 6 文学部新学舎ウォッチング !

耐震工事に伴う改修工事も終わり、見ちがえるほど

ゆった りひろびろと生まれ変わった文学部のあちこ

ちを、写真とコメントでナビゲー トします。

8～ 9『源氏物語』千年紀に寄せて
人文学研究科 1工1文学 教授 福長 進

文窓会の近況 (文窓会会長 阿部栄治 )

人文学研究科へ向けて

(文学部長・文窓会名誉会長 佐々木 衛)
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該当者 なし

秀賞  (表彰状と賞金 5万円

近藤 江梨圭 (東洋史学専イ1多 )
Cheer Up l ネ申戸大学 |

江梨子
‐
(社会学専修)

rな}「学なPt,1今|`
高内
「普通」

`

京平 (社会学専修

打倒、ムコジョ。

～学生記者 ROOKS取 材記～

真鍋 花菜 (西洋史学専イl多 )
自分を信じるということ

一私の就職活動奮戦記一
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(賞金 3万円)
生地 進歩 (国文学専 ll多 ) はちの巣座 6月 公演
窪田 口童 (言語学専 ll多 ) ダンスと私
晴日 史学専

繁 内

ヽ 一
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鰺 $匿 機 :爾鑢 :百V13縫職 譲 ど [:趙

賞・最優秀充実賞 (いずれも表彰状と賞金20万円)

(社会学専修)

(国文学専修 )

(日 本史学専修)

(哲学専修).

‐‐| ‐‐| ‐‐| | | | | ‐||||||||||‐
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応募してくれた皆さん (図書券5,000円分)
飯田 有梨 (東洋史学専修) 貝口 真実 (英米文学専修 ) 行事 義裕 (芸術学専修)

田中 寛樹 (東洋史学専修)
土師留美子 |(東洋史学専修)

増田 珠巳 (心理学専修)

(※あい.う えお順)

須田 和恵 (国文学専修)・
野口 聡子 (芸術学専修)
菱月1 涼子 (ドイツ文学専修)
森  美歌 (芸術学専修)

*優秀作の表彰はヽ9月 27日の第3回文学部ホームカミングデイにて行います。
*4名の優秀賞受賞レポ■卜は、印刷して文窓会総会時に配布いたします。



文学部新学舎ウォッチング !
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同窓会の皆様をはじめ各方

面の方々のご尽力のお陰で、

長年の懸案でした文学部本館

(A棟 )の耐震改修工事が本
年度の呑にほぼ完 了しました。

これで、学生や教職員が明る

い雰囲気のなかで快適に勉学

に励む環境が整いました。

これからの世代の学生たち

の学習や研究を包むのにふさ

わしい新環境を、まずは写真

でご見学いただきましょう。

*今 回のリニューアルの日的
や改修のポイントはp6を ご覧
ください。

エントランスホール

正面玄関から文学部に入ると、本館を北から南へと通り抜け
るエントランスホールヘと導かれます。神戸大学施設部によれ
ば、このような広々とした内部空間は神戸大学のなかでも特
筆すべきものだそうです。エントランスホールの西側 (右手 )
に事務室、東側 (左手 )に学生ラウンジが見えます。事務室
は全面ガラス張りです。

明るく広く生まれ変わつた本館 (A棟 )

学生ラウンジ

今回の改修部分で特に利用率が高く学生に評判が良かったの

が、曲面ガラスで仕切られた学生ラウンジです。毎日多くの

学生が講義の予習をしたり、談笑したりしている姿をよく見掛
けます。
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図書館

図書館の閲覧室が広く明るくなり、地下も含めて書庫が 3フロ
アに拡充されました。エレベータも新設されましたので、ここで

もバリアフリー化が達成されています。

エレベーター

学生ラウンジの先はエレベータと階段室です。ガラス張りの階
段室から明るい光が入つてきます。このエレベータ棟を南に進
むと新館に行くことができます。本館と新館の動線が交わると
ころにエレベータ棟がありますので、それぞれのフ回アヘとスム
ーズに移動できます。

閲覧スペースもゆつたり

静けさと自然光の中で

読書に集中できる閲
覧室。読み疲れたら
窓の外の緑に目を遊
ばせることができます。

多目的室

B棟に新しく多目的室が誕生しました。図書館と併せて、文窓
会の皆様のこ利用をお待ちしております。

視聴覚室

座席が 90席 に増え、全ての設備が最新のものとなりました。
全ての座席は、将来の情報教育に向けて情報コンセントが設
置できる仕様になつています。

本館の南側入り口

海側の光あふれる南
側入り口。中庭やエ

クステリアも整備され、

大きな樹木とマッチして、

今頃はあふれる緑が

海からの風にそよぐ抜
群の環境に。
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改修の概要

この耐震改修工事の主な目的は 「耐震性の確保」

「バリアフリー対策」「教育研究環境の改善」の3

点でした。

◎耐震性

平成 19年に改正されたばかりの建築基準法の

厳しい基準を満していますので、十分な耐震性能

を持った建物となっています。

◎バリアフリー対策

今回の改修計画で特に重視した点です。エレ

ベータが新設され、誰もが気軽に各階へと向うこ

とができるようになりました。加えて新館 (B棟 )

へとつながる渡り廊下も新設されたことで、本館と

新館の間でスムーズに行き来することが可能にな

っています。一昨年の新館の改修により新館と文

化学棟 (C棟)の間に渡り廊下が既に完成してい

ましたので、これで文学部の3つの棟すべてが上

階で接続されました。また、建物周辺を含めた多

くの箇所の段差をできる限り無くしましたので、誰

に対しても開かれた学舎となっています。

◎研究教育環境の改善

上に挙げた建物の機能面の改善と併せ、学合

がこのように明るく綺麗になったことで飛躍的に改

善されました。特に、学生が利用するコモンスペ

ースが多く新設されたことで、より良適な勉学環

境が提供されています。

研究室

耐震のために外壁が二重構造となつています。この壁がちょ

うど窓の庇となり部屋の中に適度に光が入るため、ブラインド

を開けていても仕事や勉強ができる環境となりました。

共同談話室・コモンスペース

2・ 3・ 4階の各フロアの中心部に共同談話室とコモンスペー

スが設置されています。共同談話室は窓から南庭の緑を眺め

ることができ、静かでリラツクスした雰囲気の中で様々なミー

ティングが行なわれています。
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文学部学舎リニユ■アルエ事の

詳細について

文窓会会員の皆さまへ

すばらしい環境の図書館や多日的室 (B棟 )が

ご利用いただけるよう|こ なりました.収蔵量
・内容とも「 |を 見張

るほど充実した図書や雑

誌を、明るい光があふれる閲覧コーナーで読

みふけったり、同窓の皆さまと多目的室で談

笑したり・気軽に足を運んで、心温まるひと

ときを過ごしてみてはいかがでしよう.驀[し

い同窓生とプチ同窓会をひらいて、しばし学

生気分を味わうのも乙なものこ帰 りは阪急六

甲あたりまで坂道をたどり、お茶したり軽 く

一杯というオプションもいいのではっ



青野原停虜収容所里帰 り展示会 と演奏会

2008年 は第一次世界大戦終結の 90周 年
にあたります。第一次世界大戦当時、兵庫県

青野原には捕虜収容所があり、ドイツ兵、オー

ストリア=ハンガリー兵合わせて 500余名が収
容されていました。収容所で捕虜兵たちは、趣

味や娯楽に慰みを見出し、スポーツや捕虜の

生産品を通じて地域住民と交流がありました。

同時に、そこでは戦時の国際関係が敏感に反

映されていました。

青野原は現在の兵庫県小野市、加西市にま

たがる地域ですが、そのうち特に小野市と地域

連携協定を結んでいる神戸大学は、これまで青

野原停虜収容所の実態究明に協力してきました。

その成果は 2005年の小野市好古館での展示会、

小野市交流館エクラでの神戸大学交響楽団に

よる収容所演奏会の再現、2006年 の神戸大
学百年記念館での展示会、神戸大学瀧川記念

学術交流会館における再現演奏会の形で社会

西洋史学 教授 大津留 厚

的にも広く認められてきました。

今回の展示会は、文学部同窓会の支援も受けて、

捕虜兵の祖国の一つオーストリアで開くことで、

青野原存虜収容所の捕虜兵たちを 「里帰り」さ

せることになるものです。これは今までの地域連

携の成果を国際的に展開すると同時に、オースト

リアに存在する史料、資料も展示することで、国

際的な学術交流にも資する狙いを持っています。

ビリヤードを楽しむ停虜

9月 3日・5日 オーストリアの首都ウィーンにて神戸大学交響楽団による
「青野原作虜収容所演奏会の再現」コンサートが開かれます。

これに先立ち、関連行事として去る 6月 29日 に人
文学研究科大津留厚教授による講演会 (小野市商工

会館 )、 8月 10日 には小野市うるおい交流館エクラに

て、また 20日 には神戸大学にて再現演奏会が開催さ

れました。今回の 「里帰り」演奏会と展示会に至る経

過とその意義について、大津留教授にご紹介いただき

ました。また、その成果については来たる9月 27日 の
<文学部ホームカミングデイ>にて、大津留教授、長
野順子教授による講演会 「青野原作虜収容所 :ウ ィ

ーンでの展示会と演奏会」で発表いただきます。

200 9月 3日 (水 )

2008 9月 5
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『源氏物語』千年紀に寄せて

人文学研究科 国文学 教授 福 長  進
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今年は、『源氏物語』が書かれて千年を超えたと

いうことで、マスコミが先導し、『源氏物語』研究者

がその要請に協力して、全国各地で様々な催しが企

画 。実施されている。『源氏物語』関連の入門書的

色彩の濃いあまたの書籍の刊行と相倹って、『源氏

物語』の読者層の拡大につながっていることは、歓

迎すべきことである。しかし、かかる『源氏物語』ブ

ームのまっただなかにあって、見落とされがちである

けれど、『源氏物語』が様々な媒体によって再生産さ

れ、大衆化される一方で、憂うべくは、『源氏物語』

が読まれなくなり、さらには読めなくなってきているのも、

覆い隠すことのできない現実である。私どもがテクス

トを介して向き合う『源氏物語』のしたたかで強靱な

精神や、ここぞというとき意味負担量の大きい表現を

意識的に用いる、強引で腕力のある『源氏物語』

の文章に立ち向かい、格闘する読者が確実に減って

きているのである。千年という『源氏物語』の享受

10歴吏のなかでは、ほんの一時的な現象なのかもし

|れないが、新たな読者をたえず獲得して、その読者

F同 :寺計:・ :∵‐・年1・ニニ■=ニ

が新たな読みを発掘することによって、作品世界が

豊かに拡充され続けてきた『源氏物語』の読みの歴

史を見据えるとき、黙視することはできないであろう。

なぜなら、読むこと自体が、混沌としたエネルギーを

湛える器というべきか、そのエネルギーの流出に伴っ

て読みの更新を間断なく促し、もたらす行為に他なら

ないからである。私は、『源氏物語』が読まれないこ

とが、そのまま『源氏物語』の読みの枯渇、ひいて

は作品世界をより豊かにする原動力の低下を招くこと

に、一抹の不安と危惧を抱くのである。ひるがえって、

私どもが一定程度『源氏物語』が読めているのも、

千年ものあいだ営まれてきた、『源氏物語』と読者と

の対話という共同作業の成果による。テクストに施さ

れた句読点・カギ括弧、主語や話主の明示、注や

現代語訳に至るまで、どのひとつをとっても、過去の

読みの恩恵に浴さないものはないのである。読み継

ぐことの大切さが、テクストを読むことによってはじめ

て痛感されてくる。千年紀にあたって真に求められて

いるのは、マスコミに踊らされて『源氏物語』を古

典的名作として一途に讃仰する享受者ではなく、『源

氏物語』の湛える魅力に触発されて、読むことによ

ってその世界の内実に挑戦的に分け入ろうとする読

者ではなかろうか。

ところで、今年を『源氏物語』千年紀とする根拠は、

なにか。文学史を絡けばすぐに了解されることだが、

いずれの物語も正確な作者や成立年時が不明である。

卜に作者の自署もなく、成立年時を示す奥

今から1000年 前に書かれた『紫式部日記」の中に、『源氏物語』が官中で読まれ評判になって
いたという記録があることから、今年は『源氏物語千年紀』として各地でさまざまな催しや取 り組み

が盛 り上がっています。千年という大きな節目を迎えた今、平安時代の歴史叙述を専門分野とされる

国文学の福長教授に、あらためて『源氏物語』に寄せる思いをご寄稿いただきました。

ス

だ。漢詩や和歌とは異なり、作者や成



ている。

立事情が問われないことが、そのまま当時の物語に

対する評価の反映でもあった。すなわち、物語は漢

詩や和歌のように一級の文学として社会的に認知さ

れていなかったのである。『源氏物語』とても例外で

はなく、もし『源氏物語』作者の日記、『紫式部日記』

という外部資料が残されていなければ、作者や成立

に関する諸事情は不明のままであった。

『紫式部日記』は、第六十六代一条天皇の第二

皇子、敦成親王 (母は道長の娘、藤原彰子。紫式

部は彰子に仕える女房であった)の誕生の言齢晨として、

外祖父、道長の要請を受けて書かれた。敦成親王

の誕生の場面やそれに関連する諸儀式が、その場に

身を置く記録者としての冷徹な眼差しによって、一見

すると客観的に記されている。しかし、記主と対象と

のあいだに横たわる埋めがたい距離にこそ、その場

に同化できずに共感を峻拒する記主、紫式部め心め

ありようが立ち現れていると理解すべきであろうもほと

んど無表情に対象と直に向き合う姿勢を示せば示す

ほど、かえって対象を見据える記主の疎外感があら

わになる、特異な文体で『紫式部日記』|は書かれ

めに差し出したが、妍子の所有に帰した草稿本が世

に出回れ|よ 芳しくない評判をとることになるだろうと、

紫式部は気にしている。この記事の直後に、里居の

折の紫式部の述懐が長々と書き記されているが、そ

こに、「身の憂さ」を忘れようとして、かつて親しん

だ物語を手に取り読んでみるけれども、以前のような

感興もわかないとある。宮仕えにあっては華やかな『源

氏物語』の冊子づくりの中心人物として活躍する紫

式部であるけれと それとは裏腹に物語によっても「身

の憂さ」は解消されない、自身の心の内面が冷静

に直視されている。二つは、一条天皇が女房に『源

氏物語』を読ませてお聞きになられたとき、紫式部

の学識を称讃して、「この人は、日本紀をこそ読みた

るべけれ。まことに才あるべし」と述べられたことが

記されている。左衛門内侍という天皇付きの女房が、

紫式部はひど 悪意に満

ちた陰口を言いふらし、

名を付け

事はいわゆる消

年時を特定するはむ

房に読ませて聞いたテクス

卜があったことが知らオし́る。しかし、

その中に『源氏物語』

られる。ひとつは、寛弘五年 (

を『源氏物語

上になぞらえ

一〇〇八)十一月
一日に執り行われた敦成親王の五十日の祝いの場

面である。祝宴も穏座 (二次会) 当代随一 れた清書本、

の才人、

襲|〔)騨[ヽ』鍋iV碁鰹臨:IVttiJib撼》晨‡そこli

戯言として無視するけれどく評判の

作者を女房として抱える



文窓会 会員より

『ゆうゆう会|』のこと 国文学専攻 9回生  山本宏美

毎年、2月 上旬の日曜日、国文科の古い卒業生

が恩師を偲んで集まっている。「ゆうゆう会」であ

る。

今年 (平成 20年)は三ノ宮ター ミナルホテル 4
階プレジールに 35名 が集 まったが、そもそもはさ

さやかな ものだつた。島田勇雄先生御夫妻にお世

話になった者たちが、御夫妻を囲んで会食 したの

が始 まりで、会場は三ノ宮の焼鳥屋だった り住吉

の中華料理店だった りしたc個人宅だったことも
ある。明石の山内舜一宅で開いたお りには子供た

ちも参加 している。山内が主で働 き、わた しが副

で手伝うかたちの集まりが少しずつ膨らみ、それ

までは電話連絡で済んでいたのが、往復葉書で出

欠を確認しはじめた。会場も三ノ宮新聞会館 8階
の中華料理店金龍間に、さらに神戸ハーバーラン

ドのオーガスタプラザ 17階のKUCに 移ったcプ
ログラムを印刷し、誰に近況報告してもらうかを、

司会者は前以て考えねばならなくなった。

平成 2年 2月 4日先生が亡 くなられ、 7回忌ま

漱石研究をして、生きる
1975年大学院文学研究科修士課程修了

(日本近代文学専攻)/文学部非常勤講師 西村好子

還暦を迎えた私は、満 49歳で亡 くなった漱石よ

りは、 11歳 も年上になってしまった。玉石混交の

漱石研究論の中で 「石」のような拙論を積み重ね、

10年前に 『散歩する漱石』を刊行 した。これから

は時間もあることだし、「玉」のようなものを書け

るか もしれないとひそかに期待 し、区切 り目とい

うことで、『寂しい近代―漱石・鴎外・四迷・露伴』

(翰林書房)を本年中に上梓する予定である。
なぜ、漱石の 「満韓 ところどころ」の拙論タイ

lヽ ル 「寂 しい近代」を、表題に選んだかといえば、

この作品の結末が現代 に通 じているか らである。

中国の撫順炭坑の坑内を、漱石が 「奥へ奥へ と下

りて行つた」晴い世界が、私たちが生 きている現

代につながっているのだ。石炭から石油にエネル

ギー転換 したにもかかわらず、石油の暴騰で資本

主義システムが揺らいでいる現代を生きる私たちを、

坑内に下 りて行った漱石が逆 jl照射 している。

故・猪野謙二先生に教えて頂いた 「現代 日本の

開化」に次のような文章がある。

現代 日本が置かれたる特殊の状況に因つて吾々

の開化が機械的に変化を余儀なくされる為にた ゞ

上皮を滑つて行 き、又滑るまいと思つて踏張る

為に神経衰弱になるとすれば、 どうも日本人は

気の毒 と言はんか憐れ と言はんか、誠に言語道

断の窮状に陥つたものであります。 (明 44)

現在、「開化」は IT化 に 「機械的に変化」 し、
グローバ リズムは世界を覆い、なすすべ もな くャ′充

されている私たちは、「言語道断の窮状」に陥って

鬱病にならざるを得ない。

遺作 『明暗』の構造は格差社会の現代にあては

まり、富裕階層の木端にいる津田は、洋書を読み

に二階に上が り、貧困階層であるフリーター小林

は満州をめざす。 しか し、現代のフ リーターに満

州はなく、内面という晴い世界の 「奥へ奥へ下 りて」

行って、 とぐろを巻 くほかはない。定年を迎え中

等遊民になった私は、文明化の結果 としての温暖

化ゆえに熱帯夜の続 く神戸の地で、 しばし思考停

止にな りなが らも何 とか踏ん張 り漱石研究をして

生 きていきたい。

讃渉する滋届
1轟411■■●

枠亀
蛉
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2800円 +税

では 「ゆうゆう忌」として集まり、以後 「ゆうゆ

う会」と称している。命名者は先輩の丹野浩和さ

んである。平成 8年山内が亡 くなり、 (沢行雄・山
口徳雄も前後して亡 くなった)わたしが世話を引
き継ぎ、会場は六甲荘 2階 自鷺の間に変わった。
参加者が高齢になり、六甲荘への坂道は辛いと言

い出して、平成 16年から会場は三ノ宮駅構内のタ
ーミナルホテルに落着いた。先輩の尾末奎司・幸

子さんのお世話である。 (こ の間、先輩の松本邦夫

さんが亡くなった。)

会当日は近況報告でつぶれる。子供自慢・孫自

慢する者はいないが、こと病気になると別である。

こんなひどい病気に罹 り、こんな辛い手術をした

とひとりが口にすると、いや自分のほうが大変だ

ったと自慢する者が必ず出てくる。近年、会は病

気話に盛 り上がっているが、先生の奥さん (島 田

すみ子さん)がお元気な間は 「ゆうゆう会」は続
くのだから、古い卒業生のみなさん、どうか自重

自愛のほどを。
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空から降る一億の星 英米文学専攻 29回生 谷 淑子

大学を卒業して、30年近くが過ぎました。長い海外
生活が終わり、今は奈良に住んで、カルチャースクー

ルで手工芸講師をしています。

「谷淑子バウエルンマーレライ講座」…これが私の

講座名です。「バウエルンマーレライ」というのは、ドイ

ツ語で「農民の絵、絵付け」と言う意味。本やブリキで

できた箱やハンガーなどの生活用品、あるいは家具に、

アクリル絵の具を使って花や鳥、風景などを描く、日本

でいうトールペインティングの一種です。

私はオーストリアで過ごした2年間、この趣味に夢
中になりました。

GERASと いう、チェコとの国境に位置するオースト
リア北部の田舎町に昔からの∫1多道院ホテルがあり、年

間を通じて様々な手工芸講座が開かれています。

そのバウエルンマーレライ講座で、思いがけない、数々

の貴重な経験を積むことができました。

2004年の秋に参加した2週間のバウエルンマーレ

ライ講座の様子をご紹介したいと思います。

毎朝9時にお教室が始まります。

今回の参加者は18名。レア、モニカ、ミープ…名前

は可愛いけれど、みんな年金生活に入った優雅なおば

あちゃんたちです。日本と同じく、ここでも手工芸はお

年寄りの趣味になっているようです。

大きなアトリエで、一人ずつ大きな机をもらって道具

を広げます。エルニ先生は24年 のキャリアを持つ、博

識なバウエルンマーレライ講師。先生のアイデアに基

づいてデザインを選び、色を選び、下絵を描いて、絵

の具で塗り、ニスで仕上げます。

ノアは伝統的な花嫁道具である小さな引き出しがつ

サンケイイヤーズプレートコンテスト2007
銀賞受賞の「我が家に猫がやつてきた」
子猫だつたティモシーは、今では、充分な貫禄です。

いた宝石箱に、色とりどりの花、ドラはクリスマスモー

ビルの丸い玉に、キリストと天使を描く…おばあちゃん

たちのアイデアはつきません。

12時で午前のクラスは終わり、ランチをとって、しば

らくのお昼寝の後、午後は2時から始まります。のんびり、

午後の日差しの差し込む部屋で、絵筆をはじらせるみ

んな。

まず、素材を紙やすりで滑らかにし、下地を塗ってそ

の上にド書き。そして絵の具をのせていくc根気のいる、

面倒な作業が続きます。

午後6時、午後のクラスは終了です。

さあ、ここからがヨーロッパの奥様方ならではのサ

パーの始まりです。机の片付けが終わると、大きなテー

ブルに集まって、それぞれに、パン、ベースト、チーズ、
ハムなど、持ち寄りの食材を並べます。ワインをグラス

に注ぎ分けます。ハムを切ってチーズをバンに載せ、

ワインを味わう…デザートは葡萄とりんご。

その後も、頭にヘッドライト、日には潜望鏡のような

大きな老眼鏡をかけて、9時、10時まで描きます。ほん

とうに、描くことが好きでたまらない人たちの集まりだと

思います。

クラス最後の日、お別れディナーに出かけた、チェ

コのレストラン。

麦畑の向こうに広がる地平線の Lに、まだ夕日が低

く残っている夕暮れ、チェコとの国境に向かって車を

走らせます。チェコは知る人ぞ知る、グルメの国です。

その日のメニューは、3種類の豚のロースト、ポテト

サラダ、いためたジャガイモ、きゅうりのサラダ。デザ

ートはオーストリアの伝統的な家庭のケーキ、カルデ

ィナールシュニッテン (メ レングとスポンジで作った

ケーキの間に生クリームをはさんであります)。

シュトルムと呼ばれる、秋にでたばかりの新ワイン

を飲み、お料理に舌鼓をうちながら、奥様方はゆっくり

おしゃべりし、秋の夜畏を楽しみます。

さあ、お開き。レストランの外に足を踏み出すと、ワ

インで熱くなったほつぺに冷たい夜風が心地よい。紺

碧の空には、降り注ぐ満天の星…。

こういう機会に恵まれた幸せに、心から感謝した一

瞬でした。

ご縁があって知る機会を得た、ヨーロッパ伝統の工

芸、そして、それを生み、包み込むヨーロッパの人々の

生活の空気を、日本のベインティングを愛する人に伝

えていきたい、このささやかな思いを大切に、これから

も活動を続けていきたいと思っています。

=《
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文窓会 会員より
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え感釧武え)た〕し`こと 英米文学専修 56回生 塩見実加

ITP「東アジア共生社会構築のための多極的教育研究プログラム」

の採択と実施について

人文・社会 1丁 P推進委員会委員 人文学研究科 教授    緒方 康

7月 。社会人になって 4か 月 日に入 りました。

大学時代の 7月 、 8月 は夏体みの計画に想像が膨

らむ、心穏やかな季節で した。 しかし外回 りの営

業をする者にとっては夏の署さは試練です。

私は今株式会社 リクルー トで、 リクナビという

新卒採用媒体の営業をしています。うちの会社の

新人に対するスタンスは 「とりあえずやつてみろ」。

入社して一か月の研修を終えたのち、 5月 に入る

とす ぐに一人で営業に行くようになりました。も

ちろん分らないことばか りで戸惑うことも多いで

すが、同期とともに試行錯誤をしながら、上司や

先輩に助けられながら、毎日充実した日々を過ご

しています。

仕事柄、企業の人事担当者の方 (中小企業なら

社長)に毎日お話を伺っています。そこで皆さん

仰るのは、大学時代何かに打ち込む経験がその後

の人生に本当にいかされるということです。就職

活動をするにあたって、企業研究をするのも業界

独立行政法人日本学術振興会 (」 SPS)の 「平成 20年

度若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログ

ラム (1丁 P)」 に、神戸大学人文学研究科と国際協力研究

科が応募していた 「東アジア共生社会構築のための多極

的教育研究ブログラム」が採択され、5年間にわたつて

プログラムが実施されます。

本事業は、アジアと欧米の東アジア研究に関して、地域

研究・歴史文化研究という複数ディシプリン内の諸分野を

相互に参照する複合的トレーニングを行うことを通じて、

政治と文化の問題が複雑に関連した東アジアにおいて、

対話や共生のためのグランドデザインを構築できる人材を

養成することを目的とします。

こうしたプログラムをより効果的に進めるために、7つ

の海外パートナー機関 (中 山大学、国立台湾大学、成均

館大学校、ソウル大学校、ワシントン大学、ロンドン大学

東洋・アフリカ研究学院、国立パリ政治学院)と緊密な連

携をとりながら、事業を推進してしヽきます。

具体的には、神戸大学人文学研究科と国際協力研究科

の博士後期課程で学ぶ大学院生やポスドク・助教から選

抜された対象者に対して、以下のようなトレーニング・プ

研究をするのももちろん大事。けれど、何かに打

ち込んで、結果が出せずに苦しんだり、壁にぶち

当たって途方にくれたりする中で、そんな自分と

向き合って何かをやりきった経験をたくさん積ん

できてほしい。面接ではそれを等身大で表現して

ほしいとお伺いします。

大学は自分がや りたいと思えば、何でもできる

場所。在学中の皆さんも、卒業までに貴重な経験

をたくさん積まれることでしよう。私の学生時代は、

こ
｀
指導下さった先生方、学部や部活の友達、家族、

色んな人に支えられた 4年間だったと改めて感じ

ています。

新人にとってのマイベースとは全力疾走だと言

われます。営業 1か月目の時に作った資料。今見

返すと、あまりの稚拙さに思わず笑ってしまいま

した。今の自分も、 3か月後の自分に笑ってもら
えればいいなと思っています。

●計画の第1年度 「アジアプログラム (10月 ～6月 )」
海外パートナー機関において最長 270日 間のアジア研

修を行います。

●計画の第2年度 「欧米プログラム (10月 ～6月 )」
同上

●計画の第3年度

「博士論文の現地語・英語による作成及び海外出版」

●計画の第4～ 5年度

「コロキアム (集中セミナー)開催等による国際研究

企画運営能力の育成、グランドデザインの構築」

ログラムを実施していきます。

今年度 (平成 20年度)は、神戸大学人文学研究科・

国際協力研究科の博士後期課程1～ 2年生、及びポスドク・

助教を対象に、「アジアプログラム (2008年 10月 ～

2009年 6月 )」 を実施します。海外パートナー機関の内、

中山大学、国立台湾大学、成均館大学校のいずれかにお

いて、社会調査、語学研修、国際共同研究等の研修を積み、

アジア学の最先端の研究を担える能力を培います。
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卒業生の皆様 !懐かしいキャンパスで現役学生や教職員

の方々と交流を深めるホームカミングデイが、今年もま

もなく開催となります。昨年に引き続き、留学生ホーム

カミングデイとの合同開催でさらに盛 り上がる1日 にな

りそうです。お誘い合わせの上、文学部を始め、リニュー

アルした各学部の学合の見学も兼ねて、ぜひ足をお運び

ください。

■記念式典 (11:00～ 12:10)

■会場 /六甲台講堂  ※招待者のみ

12:30～ 14:00受 付 (会場 文学部B棟 152教室)
13:00～ 13:50改修後の文学部学舎巡見
14:00～ 14:10文学部長挨拶
14:15～ 15:15大津留厚教授、長野順子教授による講演会
「青野原停虜収容所 :ウ ィーンでの展示会と演奏会」

15:25～ 16:10第 2回文窓賞(学生レポートコンテスト)
入賞者授賞式

16:10～ 16:40文窓会総会

16:45～ 18:00懇親会 <参加費:2,000円 >

(瀧川記念学術交流会館1階 )

■特別展示見学・イベント

●神戸大学史特別展/神戸大学百年の歩み (9:30～
17:00/百年記念館 )● 社会科学系図書館見学 (登録
有形文化財 )/1933年建設、大壁画やステンドグラス
で装飾された大閲覧室、常設展などを観覧できます。

(10:00～ 17:00)●ホームカミングデイ市/大学農場産
のジャガイモの「らんらんチップス」、産学連携による大

吟醸酒 「神戸の香」ほか、神大オリジナルグッズを販売

(10:30～ 17:00/六 甲大講堂前 )

旧友お誘い合わせのうえ多数ご参加ください !

口ID
地域連携センター、 1′し港都市研究センター、

倫理創成プロジェクト等の関係展示。

(13:00～ 16:40/文学部B棟 152教室前)

第3回 神戸大学&文学部ホームカミングデイ2008
Kobe University Holmecolη ling Day 2008

ホームページ「文窓」の発展にご協力を !

一年限りの約束で始めたホームページ 「文窓」の管理 (=

編集)の仕事だが、後継者が現れないままやがて三年にな
ろうとしている。その間、ありきたりのホームページではなく、

神戸大学文学部・大学院人文学研究科の同窓会にふさわ

しいものをと心掛けてきたつもりである。しかし、その思い

がどこまで達成されたかは甚だ疑間である。けれども、元々

ホームベージというのは参加者全員で作り上げてゆくものだ

と思う。よいものが出来るかどうかは、全て皆さん次第であ

る。

さて、社会の第一線で活躍中の皆さんにとっては、 1司窓

会のことや、ましてホームページのことなど日ごろ殆ど思い

浮かべることはないであろう。わが身

を振り返れば、それは容易に想像で

きる。従って、皆さんからの反応が

全くない日が続いても、まあこんなも

のかなと自ら慰めるようにしている。

しかしそうはいうもののやはり、しば

しば無力感に陥ることもある。

そこで皆さんに次のことをお願いし

たい。ご多忙の中でも、僅かな時間

でもよい、 1司窓会やホームページの

ことを思い出していただきたい。そし

てたとえ短いものであつても投稿いた

だきたい.日 頃感じておられること、学生時代の思い出、
社会のこと、人生のこと、家庭のこと、日窓会へのご意見、

ホームページヘの批判、或いは会員相互の連絡など、何で

も結構です。皆さんからの投稿の積み重ねが、よいホーム

ページを生み出す原動力になると思います。

また一方、同窓会幹部の方々には、機関誌 「文窓」と並

ぶ広報 手段として、ホーム /｀く―ジの活用をお考えいただき

たいじコミュニケーションの方法としては、双方向性、即時

性、 i山i像 による可視性においてこれにまさるものはないと思

います。

さて私は、神戸を離れた卓深い片田舎で、老いを友とし

つつ生活している。したがつて取材活動には自ずと限界が

ある。例えば、私はかねてから、職場で活躍する同窓生の

姿を記事にしたいと考えてきた。新しく社会へ出る後輩たち

への指針になると思うからである。しかし、それは大都市に

身を置いて初めて出来ることである。年老いた隠棲の身に

は困難が先に立つcゃはリホームページの管理者 (=編集
者)は京阪神地方にお住まいの若い人にお願いした方がよ
いと思う。

何方か、あとを引き継いでくださる方いらっしゃいませんか !

http ://home. kobe-u.com/l it-al u mn i/

萩 紀男 (国文学 8回生)

://home. kobe-u.com/l it-al u m ni/
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神戸大学ホームカミングデイ2008

ミングデイ2008

※詳しくは下記のホームページを参照。



東 京 支 ″ 〃 ク
醸寵陪贈撃鶉趙餞贔

● 第 5回分 窓 会 東 京 支
華 模 全 雨 入坤 庄姜  傷了黎り l受 (昭和50年文学部卒、現在金沢大学大学院
〃Lひ 4ゝ riに箸Ftt11百

=手
  人間社会環境研究科教授。特定非営利)舌動法人NPO研修・

下記お知らせします。                 
′
1青報センター代表理事)

1,第 5回東京支部総会            婢餘屁躙腑

籟鰺隕同鰈鮨 2007年 10月 25日 14時30分      liマ ぎti:1)ア 電ヽ′

':軌

frtt6?版 L現状を自分の半生

聰颯胚瞼縣け                     を1,辰 り返りながらの講演であり、感銘を受けた)

世古一穂教授、本部の日高健―副会長を含め13名   ※今回本部から2007年度支援金5万円いただき、これ
は鋏鉤漑晰薇                      にて通信費をまかなった。バックアップに感謝しています。

3貶認 鼻31辟淵 層本咆誦 蔀y奄言[≧彗聯可緞 :〈よⅣ 馴 餅
卒業生個人の基金集めはすでに始まつているが、これ

ごいま 90

から企業相手に基金集めをすることになり、委員を決め

て大手会社へのアプローチを始める。

大手会社へのコネを持つている方に応援をお願いする

ことになる。

(以上基金推進協力委員事務局からのお願い。文学部を

代表して中野裕が国立大学法人神戸大学基金推進協力委

員を引き受けています。)

蜻躊蟷鮨
`次回第 6回の支部総会も文学部担当の木曜会の日にあわ
せて開催することにした。次回第 6回の支部総会は、
2009年 2月 26日 (木)に開催予定にて、東京支部の皆
様の多数の参加をお願い致します。

2.木曜会 (文学部担当)
は馘巫鰤晰躾2007生 10月 25日  18時

は感胚祗鯰や 全学部で23名、内文学部の出席者は12名。

2008年 9月 25日 (本)経済学部担当
10月 30日 (本)海事科学部担当
11月 27日 (木)理学部担当

2009年 2月 26日 (木 )文学部担当
3月 28日 (本)農学部担当

次回2009年 2月 26日 の木曜会の講師を募集中です。
自薦他薦での推薦をお願い致します。

FA×での連絡は、)麦霜クラブから直接ご自宅に流す方法

を取つています。

新たにメールア ドレスを取得された方は、下記に連絡を

お願い致します。

(東京支部幹事 9回生 中野 裕)

今後の木曜会の日程

ψ″支″〃 ク
文窓会中部支部の第 4回総会・懇親会が 6月 21日 、

名古屋・池下のホテル 「ルブラ王山」で開かれた。あ

いにくの雨模様にもかかわらず、神戸から参加いただ

いた日高健一、)也上淑子副会長を加え 17人の会員らが

集まつた。

あいさつに立つた勝原博支部長は 「出席予定の会員で、

やむを得ず欠席になつた方もいる。今年は出席できな

いが、来年は参加したいとのメッセージの方も数人お

られたので、来年の総会が楽しみ。また秋のホームカ

ミングデーに 1人でも多く中部支部から参加しよう」

と積極的な参加を呼びかけた。文窓会本部の日高さん

から、文学部校舎のりニューアルや文窓会 )舌動の近況

が報告された。引き続いて第 3期の)舌動報告、会計報告、

福井県の会員参加に伴う規約一部改正などが報告され、

全員で了承した。

記念講演は江村治樹名古屋大
ri`教
授 (昭和 46年東洋

史卒)が 「中国古代青銅貨幣の生成と展開」のタイ ト
ルで、自らが学問を目指したきつかけを語り、スクリー

ンに図を映しながら中国古代社会の貨幣と都市の関係を、

1時間半講演した。

)也上淑子さんの乾杯発声で懇親会は始まり、今年初

めて参加した的場治子さん (二重県熊野市、昭和 46年

国文学卒 )、 井上雅子さん (名古屋市、平成 16年芸術

学卒)を 囲み、思い思いの会話が弾んだ。来年 6月 の

第 5回総会での再開を誓つて散会した。

この後、数名で尾張徳川家の庭園で所蔵品を公開展

示している徳川美術館を訪れ、武士文化の粋を鑑賞した。

(中部支部幹事 16回生 藤原 博 )

靡ヨ:書経 撃難ソ韓き:77彙鼻骨章ど
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文窓会 (文 学部同窓会 )一会計報告―
平成19年度収支計算書 (平成19年 7月 1日～20年 6月 30日 )

15,221,582  (当 期収入 11、 069、 320)

11,974,330  (当 期支出 11974,330)

差

額

額

総

総

入

出

収

支

会計監査  水  田

20年 度 予 算 書
(20,7・ 1^ン 21・ 6・ 30)

収 入  8,328,252
支 出  8,328,252

』
==.   F日

fil.  〔「

引  3,247,252  (当期差引△ 905,010)

平成19年度財産目録 (平成20年 6月 30日現在)
事業年度に係る決算報告書を監査した結果、

適正であることを認めます。

平成20年 8月 28日

会計監査  中 り||

収 入 の 部 予算額 決算額 差    異 20年度予算額
会 費 納 入 金 4,000.000 4.140,000 140,000 4.000,000

協   力   金 1,000.000 860,000 △  140,000 1,000.000

利   息   金 5,000 11)320 6320 1,000

総 会 等 会 費 80,000 48.000 △    32,000 80,000

雑   収   入
前 年 度 繰 越 金 4,1521262 4、 152,262 3,247.252

積 立 金 収 崩 金 5,000,000 6.010000 l、 010000

収 入 計 額目 14,237,262 15,221,582 984,320 8,328,252

支 出 の 部 予算額 決算額 差   異 20年度予算額
会   議   費 150,000 94356 △   55,644 150000

事 務 印 刷 費 50,000 49,551 △ 449 50,000

通 信 交 通 費 120,000 115,230 △   34,770 150.000

交 |`祭 接 待 費 250.000 215,000 △    35,000 250,000

協 力 金 費 900.000 818 100 △  81,900 1,200.000

(学 友 会 費 ) 1200.0001 (116,000) (△  84,000) 1200,0001

(活 動 援 助 費 ) 1200.0001 (202,100) ( 2,100) (200ヽ 000)

(学 術 助 成 費 ) 1500,0001 1500,000) 0) 1800000)

会   報   費 1.800.000 1,404,727 ′    395,273 1、 700,000

歓 送 迎 会 費 500,000 497,543 △   2,457 550.000

(卒 業 生 対 象 ) 1500,000) 1497,543) |△  2,457) (550,000)

(入 会 生 対 象 ) 0) (  0) ( 0) 0)

総 会 幹 事 会 費 350、 000 302000 △  48,000 400.000

事 業 活 動 費 1,300,000 1,373,038 73,038 500、 000

慶   弔   費 100,000 60,000 △    40,000 100、 000

雑 費 50,000 44,785 △   5,215 50.000

積   立   金 1,000.000 1,000,000 1.000,000

施 設 改 修 寄 付 6、 000.000 6,000,000

予   備   費 2,637,262 △ 2,637,262 2,228.252

支 出 合 計 額 14.237)262 11 974.330 △ 2,262、 932 8、 328,252

科    目 金    額
I資産の部
(1)通常会計流動資産
現  金
普通預金

普通預金

普通貯金

郵便振替

(2)特別積立金
定期預金

定額郵便貯金

1,873

20,496

773,019

1,606,084

845,780

10,500.000

8、 210.000

(中央三井信託銀行)

(郵便局)
3,247,252

(みなと銀行 3通 )

(郵便局)

18、 710.000

II負 債の部

(1)流動・固定負債
III正味財産合計 21.957.252

て
'〕
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神戸大学学友会は各学部同窓会の相互交流と大学の発展に寄与するため、同窓会の連合体として

組織され、各学部から選出された人たちによる幹事会で運営されています。

具体的な活動としては、幹事会や大学役員との懇談会のほか、大学広報誌 (KOBE univers● STYLE)

編集委員会、神戸大学クラブ (KUC)運営委員会、データベース委員会などです。現在、学友会を

構成している同窓会は下記のとおりで、会長は新野幸次郎凌霜会理事長です。

「神戸大学クラブ」(KOU・ C)に入会しませんか

神戸大学卒業生が学部の壁を越えて、交流をはかり親睦を深める集いが K・ ∪・Cです。神戸、大

阪、東京で、それぞれ別々にいろいろな活動を展開しています。神戸 K・ ∪・Cは元町の牡丹園に事

務所を置き、講演会、読書会、ゴルフ、旅行など、楽しい催しを実施しています。

078…334…1323ま でご連絡下さい。
_―... |■ |=
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詳しいバンフレットをお送り致します。 (K ∪・C運営委員 日高 健一)

ダ・謬『 鷲驚 平成20年 3月 25日
於ランスボックス

がんばれ !!文窓会新会員

今年 も恒例のパーティーが華やかに行われました。

希望 と自信を抱いた一人一人の瞳は輝いていました
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7年前いきなり文窓会の幹事長と「文の窓」の編集長を命 じられました。卒業以来 40年間全 く母校と

縁のなかった私には、文学部の現状の一つ一つが驚きと羨望でした。何しろ私たちは今は無き御影校合で

したから。その為に各号の特集が古い同窓生の関心を引いても新しい同窓生には当然のこと何を今さら、

と思われることも多かったのではと反省しています。しかし今号の「文学部 新学舎ウオッチング」は今春

の卒業生も含め全文窓会員にニュースであると考え少し贅沢にスペースを割きました。卒業生も自由に使

える多目的室と図書館、バ リアフリー対策万全、誰に対しても解放的な明るい学合 となりました。ホーム

カミングデイ、文窓会総会のご出席も兼ねてぜひお確かめください。 *今 年は源氏物語千年紀、福長 進
教授に特別にご寄稿をお願い致しましたところ、ご快諾いただき中頁見開きを極上のものに出来ました。

改めて先生には感謝申し上げます。 *文窓賞、残念ながら該当作品なしで 4名 を優秀賞と致しました。来

年に期待します。 *国立大学の法人化も4年前にスタート、文窓会としましても色々考えさせられること多々

ありました。こうした歴史の変わり目に同窓会の役員でありましたこと、面白くもありました。 *9月 27

日をもって幹事長、編集長から退 くことになりました。文窓会の益々の発展と「文の窓」がより充実した

ものになりますことを祈念しつつ筆を折 ります。有難うございました。            (鞍 井記)

師]資攀鬱饉攀鍔::ず辱I費電:=・γふ鼻 俳 まど
題字 :文学部教授 福長 進先生にご依頼 しました。

神戸大学学友会について
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